
令和 ４年 2 月 9 日 

建設建築委員会資料 

建 築 都 市 局 
 

 

「（仮称）2050 まちづくりビジョン（素案）」に対する 

意見募集の結果について 

 

 

 令和３年１２月９日の建設建築委員会において報告した、「（仮称）2050 まち

づくりビジョン（素案）」に対する市民意見募集の結果を報告するもの。 
 
 
１ 意見募集期間 

  令和３年１２月２４日（金）から令和４年１月２４日（月） 

  ※市役所・各区役所及び出張所で資料を配布、市ホームページ・市政だよ

りにより周知を図った。 
 
 
２ 意見提出状況 

 ・意見提出者     ９名（全て電子メールによるもの） 

 ・提出意見数    ４９件 
 
 
３ 意見の内訳 

 ・趣旨や内容に賛意や共感を示す意見        ２件 

 ・内容や表現の追加や修正を求める意見      ２２件 

 ・今後の進め方等に対する考え方を述べた意見     ４件 

 ・その他の意見                 ２１件 
 
 
４ 計画への反映状況 

 ・ビジョンに掲載済み     １３件 

 ・ビジョンへの追加・修正あり  １件 

 ・ビジョンへの追加・修正なし １４件 

 ・その他           ２１件 
 
 
５ 今後のスケジュール 

・令和４年２月中旬   パブリックコメント結果 公表 

・令和４年３月     ２０５０まちづくりビジョン 公表 
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「（仮称）2050 まちづくりビジョン（素案）」に対する 

市民意見の概要及び本市の考え方 

 
 １．意見の募集期間 

  令和 3年１２月２４日（金）～ 令和４年 １月２４日（月） 

 ２．意見提出状況 

  意見提出者   ９名（全て電子メールによるもの） 

  提出意見数  ４９件 

 

 

 

 

 

No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

「まちづくりビジョン【全般】」に関するもの 

１ 

２０５０年代には北九州市の人口

は７０万人台と予測されるが、人口

減少社会に対する北九州市政のあり

方（広域行政、職員数、公共施設の

など）について言及がない。 

本ビジョンは、小倉、黒崎、東田

地区の概ね３０年先の２０５０年に

本市が目指すまちづくりの方向性を

とりまとめたものです。 

ご指摘の北九州市政にあり方につ

きましては、北九州都市圏域連携中

枢都市圏ビジョンや北九州市行財政

改革大綱等に基づき、活力ある社会

経済の維持や簡素で効率的かつ効果

的な行財政運営等に取り組んでいま

す。今後も、引き続きこの取組を推

進していきます。 

２ ③ 

2 

１００万人台の人口があったとき

に都心副都心構想であったものが、

７０万人台になったときに東田に新

都心を持ってくることはコンパクト

シティ構想に反する。 

本市では、北九州市都市計画マス

タープランに基づき、「街なか居住」

などコンパクトなまちづくりを推進

しています。 

この都市計画マスタープランにお

いて東田地区は、地域拠点として位

置付けられ、本市の中核として高次

の都市機能の集積・維持・向上を図

る地域としています。 

２ ③ 

【意見の内容】 

１ 趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

３ 今後の進め方等に対する考え方を述べた意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 掲載済み（一部掲載を含む） 

② 追加・修正あり 

③ 追加・修正なし（今後の参考等とする） 

④ その他 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

3 

人口減少にともなう税収の減少に

よる公共施設の集約化、改廃、維持管

理についてどのように民間力を活用

するかについての言及がない。 

公共施設の集約化、改廃、維持管

理に係る民間活力の活用につきま

しては、北九州市公共施設マネジ

メント実行計画に基づき、民間活

力の導入等により維持管理・運営

方法について一層の効率化に取組

んでいます。 

２ ③ 

4 

 ２０５０年のまちづくりビジョン

となっているが、１０年後には完了し

そうなことばかりで、２０５０年を見

据えたものではない。 

まちづくりビジョンを実現する

ためには、行政だけではなく、地元

関係者や民間事業者等、多くの

方々との連携が必要となります。 

まちづくりには、多くの方々が

かかわることから、利害関係の調

整等を含め、多くの時間を要する

ため、３０年という長期スパンで

取り組みを推進していきます。 

２ ③ 

5 

 ビジョンには、そこへ至るまでの工

程表がなく、どのようにして実行へ至

るかの言及がない。 

今後、まちづくりビジョンを実

現するため、地元関係者や民間事

業者などまちづくりに関わる様々

な方々とまちの将来の姿を共有

し、意見交換を行いながら、具体的

な取組の検討を進め、できること

からスピーディーに取り組んでい

きたいと考えています。 

２ ③ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

6 

 ビジョンには、商業の将来像に関す

る記述がなく、北九州市には地元百貨

店、地域商店街が必要ないものとしか

とらえられない。 

まちづくりビジョンの実現にあ

たっては、地元関係者や民間事業

者など、多くの方々と連携し、様々

な取組を進めていくことが必要で

す。 

この取組が、地元百貨店や地域

商店街など「まち」の活性化につな

がり、「まち」の活性化がビジョン

の実現の後押しとなるような相乗

効果も期待しています。 

そのため、地元百貨店や地域商

店街が必要ないとは考えていませ

ん。 

２ ③ 

7 

 「2050 年まちづくりビジョン」のマ

ップにアーケードの表記がなく、アー

ケードは撤去すべきものとミスリー

ドする恐れがある。 

ご指摘のマップは、イメージで

あり、特定の土地や建物の用途の

変更等を意図したものではありま

せん。 

まちづくりビジョンをご覧にな

る方に誤解を与えないよう注意書

きを追加します。 

２ ② 

8 

 エリア間のネットワーク強化とし

て、小倉、黒崎、東田間のネットワー

クや、広域的に博多、天神、福岡空港、

門司、新門司、下関等とのネットワー

クの視点を加え、広域の経済圏とし

て、ビジネス、観光、産業誘致等を検

討してほしい。 

まちづくりにおきましては、ご

指摘の他地域とのネットワークや

広域経済圏の視点も必要であると

考えます。ビジョンでは各地区の

特性に応じて、それぞれまちづく

りの方針を定めておりますが、ま

ちづくりビジョンの実現にあたっ

ては、ご指摘の視点も考慮してま

ちづくりの取組を進めていきたい

と考えています。 

２ ③ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

9 

コンパクト・アンドネットワークの

都市政策の観点から、投資の効果的な

波及効果が期待される駅周辺概ね 1

㎞を対象エリアとされている点に共

感する。 

ありがとうございます。 

しっかりとまちづくりの取組を

進めていきたいと考えています。 
１ ① 

10 

北九州市の今後の施策で重要なの

は、情報、人流、物流の充実。 

今後は高速光ネットワークの時代に

なり、充実した ICT オフィスを充実

することで、支店の誘致を行い、支店

経済を少しずつ北九州市に取り戻し

ていくことがポイント。そのために

は、色々な市の施策が必要になる。ま

ず、都市の魅力を充実しなければなら

ない。特に、安価で安定した電力の提

供には、原子力発電所(特に SMR: 小

型原子力発電所)や高効率な石炭発電

所の新設を進める必要がある。 

ご意見のとおり、今後のまちづ

くりにおきましては、情報、人流、

物流の充実は重要であると考えて

います。いただきました施策案を

参考に官民が連携して都市の魅力

向上の促進を図っていきたいと考

えています。 
３ ③ 

11 

北九州市の目指すグランドビジョ

ンはあるのか。もしくは、この 3地域

からはじまり北九州市としては何を

目指すのか。 

本来、北九州市が先導する構想であ

るならば、先ず、北九州市が目指す 

2050 まちづくりグランドビジョンが

根幹にあり、そしてそれを形成する各

地域(区単位)の役割分担や特色が 明

確化される事により北九州市が一体

となりブランド化され、市内・市外・

県外・国外へと発信する強力な存在と

なり得るのではないかと考える。 

本市及び各区のまちづくりの方

針等につきましては、本市の基本

構想・基本計画である「元気発進！

北九州」プランや都市計画マスタ

ープラン等において示しており、

引き続きこの取組を推進していき

ます。 
２ ③ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

12 

なぜ、小倉、黒崎、東田だけに絞っ

たものを出したのか。 

逆線引きのように切り捨てるのか。 

本ビジョンは、民間による新規

開発など都市イメージの向上に資

する変化が生じてきている３地区

を対象としました。その中でも、投

資の波及効果が期待される駅周辺

概ね 1 ㎞を対象エリアとしていま

す。 

４ ④ 

13 

目標年次を 2050 年にした理由は何

か。 

団塊世代を見送った後というのは

どうなのか。それまでが大事と思う。 

本ビジョンの策定にあたって

は、現状に縛られず、自由な発想で

未来の姿を描くため、概ね一世代

先を想定し、２０５０年を目標年

次に設定しています。 

また、本ビジョンは、２０５０年

に目指すまちの姿を示すもので、

その実現に際しては、地元関係者

や民間事業者などまちづくりに関

わる様々な方々と意見交換を行い

ながら、具体的な取組の検討を進

め、できることからスピーディー

に取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

４ ④ 

14 

住んで、楽しく生活している人の姿

が見えない。何のためにこの町に住ん

でいるのかの理由。どんな仕事をし

て、何を楽しみに、生活をしているの

か。しっかりとしたペルソナ（顧客像）

を示してほしい。 

各地区の特性を踏まえ、それぞ

れターゲットプレイヤーや想定さ

れるパフォーマンス・活動を記載

しています。 

２ ① 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

15 

今から２７年後の市の人口ピラミ

ッドからみて、どういう街にしようと

しているのか。納税できる人口はそう

とう少ないはず。また、市内企業が市

外へ転出しているが、今後少なくなる

人口のなかで、２７年後の産業はどう

やって作るのか。 

人口減少が進行するなかで、限

りある財源を有効に活用するため

にも、これまで以上に官民が連携

してまちづくりに取組んでいきた

いと考えています。 

また、小倉地区における老朽化

したオフィスビル更新、黒崎地区

における商店街のリノベーション

の促進、東田地区における先端技

術の実証・実装のサポートなどに

より、地区の特性に応じた企業の

呼び込みを促進していきたいと考

えています。 

２ ① 

16 

実施計画の作成や予算などの割り

振りについて、以前、中活として実施

された、中心市街地活性化協議会のよ

うな帳面消しのような会議の発足や

進め方などの運営はやめてもらいた

い。過去の過ちを繰り返すことがない

ようしっかりと将来を見据え、まちや

有識者とタッグを組んで時代の変化

に柔軟に対応できる息の長いプロジ

ェクトチームの発足を希望する。 

今後、まちづくりビジョンを実

現するため、地元関係者や民間事

業者などまちづくりに関わる様々

な方々とまちの将来の姿を共有

し、意見交換を行いながら、具体的

な取組の検討を進め、できること

からスピーディーに取り組んでい

きたいと考えています。 

４ ④ 

17 

いつからビジョンを作成していた

のか。どのようなメンバーで、何回く

らい討議して、この資料に至ったの

か。 

令和２年度、副市長をトップに、

市関係局長で構成する「まちづく

り構想策定委員会」を計４回開催

し、ビジョンのたたき台をまとめ

ました。 

令和３年度からは、たたき台を

もとに、地元関係者や民間事業者

等のまちづくりに関わる多くの

方々と意見交換を行い、本ビジョ

ンの素案を作成しました。 

４ ④ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

「まちづくりビジョン【各地区】」に関するもの 

18 

リバーウォーク・小倉城・勝山公園

などの最寄り駅は西小倉駅であり、小

倉地区の開発には、西小倉エリアも含

めてのまちづくりが必要ではないか

と感じた。 

ご意見の西小倉エリアにつきま

しては、まちづくりビジョンの小

倉地区の対象エリアとしており、

今後、まちづくりの取組を進めて

いきたいと考えています。 

２ ① 

19 

小倉地区の課題に挙げられている

通り、小倉駅周辺はマンション等の住

宅立地が少ないことから、西小倉エリ

アを活用したまちづくりも必要と感

じた。 

２ ① 

20 

小倉エリアに関し、商店街エリアの

老朽化・維持に関する問題は、喫緊の

課題と思います。市として、如何に開

発を推進していくのか？どのように

小さなテナントを整理し、まちづくり

ビジョンの方向にどのように導いて

いくのかが課題と感じた。 

ご意見については、今後のまち

づくりの参考とさせていただきま

す。 

３ ③ 

21 

西小倉エリア(特に室町エリア)を

住宅エリアと位置付け、地元北九州人

を駅前に集約できないか。そして小倉

駅周辺に職住近接で流していく。外部

の人は、小倉駅を中心に集客し、提案

のまちづくりの考え方を楽しんでも

らう。 

３ ③ 

22 

交通網(JR・バス)がある西小倉エリ

アの方が、リビテーションにある容積

率の上乗せの開発ができれば、等価交

換・建替えなどを活用し、活かすこと

もできるのではないか。 

３ ③ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

23 

小倉地区のビジョン「交流、創造性

を高めるまちごとワークプレイス」に

共感する。 

ありがとうございます。 

しっかりとまちづくりの取組を

進めていきたいと考えています。 １ ① 

24 

高度利用を図り、都心機能の集積を

推進するうえで、中高層階の用途とし

て住居機能をどの程度許容するかは

議論のあるところかと思うが、小倉城

跡、紫川沿いの景観には配慮しつつ

も、夜間、休日のエリア人口を増やし、

職住近接のワークスタイルをサポー

トするために、都心居住機能の積極的

な誘致をしてほしい。 

景観に配慮しつつ、マンション

などの立地を誘導することで、職

住近接のワークスタイルをサポー

トできる環境づくりを進めていき

たいと考えています。 

２ ① 

25 

東田地区においては、国際的な視点

が抜けており、国内からの来訪者や企

業のみをターゲットにしている印象

を受けた。30 年後はよりボーダレス

な世界になっていると想定して、国際

的な視点も取り入れたビジョンにし

たほうがいいのではないか。 

東田地区のターゲットプレイヤ

ーにつきましては、国内外に関わ

らず地区に来訪される方、実証・実

装の場を求める企業のすべてを対

象者として考えています。 

２ ① 

26 

東田地区の 2050 年に目指す方向

で記載されたターゲットプレイヤー

に海外からの来訪者（観光客、研究 者

等含む）を入れるべきだと思料する。

北九州市ではスーパーシティの追加

提案にも留学生の就職に関する在留

資格の規制改革を打ち出しているの

で、そういった国際交流都市としての

海外からの来訪者もターゲットに入

れるのべきだと思料する。 

２ ① 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

27 

東田地区の課題として、スペースワ

ールド駅の南北が分断されているこ

とも課題であると思料する。洞海湾エ

リアや世界遺産である官営八幡製鐵

所旧本事務所との連携も必要。 

ご意見のとおり、地区内及び地

区周辺との連携や回遊性が低いこ

とは課題と考えています。今後、地

区内及び地区周辺との連携・回遊

性向上に向けてまちづくりの取組

を進めていきたいと考えていま

す。 

２ ① 

28 

東田大通り公園といのちのたび博

物館が道路によって分断されている

ことも課題であると思料する。道を挟

んでいるため、博物館後に公園を利用

する方が少なく、公園の利用者が少な

いことに拍車をかけていると考えら

れる。 

２ ① 

29 

東田地区については、中央町との連

携を視野に入れた 2050 年の姿を描

くべきであると思料する。現在の案だ

とイオン関連施設で全て完結する内

容になっているため、一部企業ではな

く、商店街等の個人事業者とも WIN-

WIN な関係を築ける内容にすべき。 

２ ① 

30 

当初より感じていることは、3地区

(小倉・東田・黒崎)の距離感が物理的

に遠いこと。そして、その 3地区を繋

ぐ電車間・車移動中に魅せられるもの

がないことから、ぶつ切りの考え方に

ならざるを得ないのだろうなという

のが感想。3地区を繋ぐことは難しく

とも、なにか小倉地区⇔東田地区、東

田地区⇔黒崎地区を繋ぐ良さをイメ

ージさせることも、北九州及び各地区

が発展していくには必要なことでは

ないかと感じた。 

東田地区につきましては、「広域

から集客し、市内に送り出す集客

ポンプ」をまちづくりの方針とし、

市内の回遊性向上を図りたいと考

えています。まちづくりビジョン

の実現にあたっては、ご指摘の視

点も考慮してまちづくりの取組を

進めていきたいと考えています。 

２ ① 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

31 

東田地区の交流人口の増加を期待。

滞在型への提案が少ないように思う。

皿倉山からの夜景は世界レベルで自

慢できる観光資源。インバウンド需要

を誘致するためにもホテルなどの検

討が必要。 

東田地区につきましては、「広域

から集客し、市内に送り出す集客

ポンプ」をまちづくりの方針とし

ており、ご意見につきましては、今

後のまちづくりの参考とさせてい

きだきます。 

２ ③ 

32 

東田地区の広い公共空間は防災計

画の拠点として意識を持つことが肝

要。 

本市の災害対策につきまして

は、北九州市地域防災計画でまと

めていますが、今後のまちづくり

においても、防災の視点をもって

取組を進めていきたいと考えてい

ます。 

２ ③ 

「まちづくりビジョン【広報・広聴】」に関すること 

33 

 まちづくりビジョンについて、プロ

モーションビデオを作って広く周知

してはどうか。 

ご意見につきまして、今後のま

ちづくりビジョンの周知に際し、

参考とさせていただきます。 ４ ④ 

34 

年末に公開して、１月２４日締め切

りとは、意見募集期間が短すぎるので

はないか。 

意見募集期間につきましては、

これまでも、1か月（３０日間）を

目安に市民意見を募集しました。

意見募集の広報につきましては、

本市ホームページや市政だよりで

周知を行い、本庁、各区役所及び出

張所で素案の閲覧を行いました。 

４ ④ 

35 

 市民意見募集の広報はどのように

行ったか。 

４ ④ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

その他 

36 

北九州市立商工貿易会館、市営天

神島駐車場について、コクラリビテ

ーションと連携して建替えの検討を

行ってはどうか。 

 市有建築物の建替え等につきまし

ては、北九州市公共施設マネジメン

ト実行計画に基づき、本市のにぎわ

いづくりや活性化にも留意しなが

ら、現在及び将来のニーズ等を見据

えて建替え等を進めていきたいと考

えています。 

４ ④ 

37 

京町二丁目７番の地区の再開発を

強力に支援してほしい。 

 再開発事業につきましては、これ

までどおりしっかり支援していきた

いと考えています。 
４ ④ 

38 

船場町にある船場広場と旧小倉ホ

テル跡地について、土地所有者との

契約期間を待たずに開発をしてほし

い。広場の設置で周辺がだいぶん明

るい雰囲気になった。 

船場広場につきましては、土地使

用貸借契約期間中であっても、土地

所有者の意向により開発等を行うこ

とができます。 ４ ④ 

39 

新小倉ビル、北九州銀行本店ビル、

北九州第一ビルなどの建替えについ

て、所有者に声をかけてみては良い

いのではないか。新小倉ビルについ

て、持ち主に建て替えを促してほし

い。 

本市としましても、都市機能の更

新と更なる魅力向上の促進を図って

いきたいと考えており、今後は、ビ

ルの所有者などのステークホルダー

とまちの将来の姿を共有し、ビルの

建替など具体的な取組の検討を進め

ていきたいと考えています。 

４ ④ 

40 

浅香通りを通るバス路線が１系統

でいいのでほしい。紺屋町交差点付

近が不便に感じる。 

今後官民でまちづくりについて協

議を行う際に、交通事業者等と意見

交換したいと考えています。 ４ ④ 

12



No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

41 

クロサキメイトビルを解体して、

跡地をいくつかの大きな街区に分割

し、開発してはどうか。 

クロサキメイトビルの再生は、黒

崎のまちづくりにおいて、重要な課

題であると認識しています。黒崎の

まちの活性化につながるよう、利害

関係者の動向を注視していきたいと

考えています。 

４ ④ 

42 

黒崎一丁目にある黒崎中央大劇場

跡（現黒崎中央ビル）について取り

壊しを含めて有効活用してほしい。 

本市としましても、都市機能の更

新と更なる魅力向上の促進を図って

いきたいと考えており、今後は、ビ

ルの所有者などのステークホルダー

とまちの将来の姿を共有し、ビルの

建替など具体的な取組の検討を進め

ていきたいと考えています。 

４ ④ 

43 

 小倉リビテーション・黒崎リビテ

ーションと緊密に連携してほしい。 

コクラ・クロサキリビテーション

はまちづくりビジョンを実現するた

めの具体的な取組の一つとしていま

す。 

４ ④ 

44 

 魚町交差点周辺のビル(北九州富

士ビル、西日本小倉ビルなど)につい

て、建て替えを促してほしい。 

本市としましても、都市機能の更

新と更なる魅力向上の促進を図って

いきたいと考えており、今後は、ビ

ルの所有者などのステークホルダー

とまちの将来の姿を共有し、ビルの

建替など具体的な取組の検討を進め

ていきたいと考えています。 

４ ④ 

45 

小倉駅南口ロータリーの駐車場、

タクシー乗り場を止め芝生広場にし

たらいいと思う。 

ご意見については、今後のまちづ

くりの参考とさせていただきます。 
４ ④ 
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No 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

46 

船頭町を区画整理してほしい。 本市としましても、都市機能の更

新と更なる魅力向上の促進を図って

いきたいと考えており、今後は、土

地の所有者などのステークホルダー

とまちの将来の姿を共有し、具体的

な取組の検討を進めていきたいと考

えています。 

４ ④ 

47 

リバーウォーク北九州の外壁につ

いて劣化が進んでいると思われる。 

リバーウォーク北九州の外壁につ

きましては、ビルの所有者により適

切に管理されていると考えていま

す。 

４ ④ 

48 

チャチャタウン小倉について、 

５０年使用する前提で建物の構造が

つくられていないと思われるが、今

後の利用について運営会社に聞いて

みてほしい。 

今後官民でまちづくりについて協

議を行う際に、施設所有者と意見交

換したいと考えています。 
４ ④ 

49 

馬借の市立医療センターについ

て、１０年以内に建替えの時期を迎

えると思われるが、小倉中心部から

遠い位置に移転しないでほしい。 

いただいたご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきま

す。 ４ ④ 
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　本資料には、多くの写真やイラストを掲載しています。
　これらは、特定の土地や建物の用途の変更を意図したものではなく、また事業の計画や実施を決定したもの
　ではありません。

追加


